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金融建築

マネーがいかに支配されてきたか — 中央銀行の歴史、債務ベースの通貨創造のメカニズム、人口から金融エリートへの組織的な富の移転、そしてなぜ資本主義も社会主義も両者の下で動作する病理に対処できないのか。Harmonismシリーズの一部。参照：Capitalism and Harmonism、The Globalist Elite、The Global Economic Order、The Western Fracture。




隠された建築

目に見える経済 — 市場、企業、資本主義者にも反資本主義者にも注意を向けさせる労働交換 — の下には、主流経済学もHarmonism批評も適切に名付けない建築がある。それは抽象的な「資本主義」ではない。それは、少数の機関が交換の媒体そのもの — マネー — を創造し、配分し、管理し、その管理を通じてその媒体を使用するあらゆる政府、企業、個人に対して構造的な権力を行使する具体的で歴史的で実証可能なシステムである。

これが金融建築である。それは陰謀論ではない。それはマネーが実際にどのように機能するかについての記述である — 大学で教えられることはめったになく、主流の経済学的議論に欠けており、機関的複雑さの層によって曖昧化されているため、経済学者を含むほとんどの人がその仕組みを理解することなくそれの中で動作する記述である。Stephen Goodsonの「中央銀行の歴史と人類の奴隷化」(2017)は二千年にわたってこの建築を追跡する。Tim Gielenのドキュメンタリー「独占：世界を所有する者は誰か？」(2021)はわずかな資産運用会社への企業所有権の集中を通じてその現代的表現をマップする。Harmonismは、この建築は理解可能であり、その帰結は測定可能であり、その救済は単なる政治改革ではなくDharmaの違反として配置を認識することができる存在論的基盤の回復を必要とすることを主張する。





債務ベースマネーのメカニズム


マネーがいかに創造されるか

現代の金銭システムについての最も重大な事実は、また最も理解されていない事実である：マネーは債務として創造される。債務によってサポートされているのではなく — 債務として創造される。商業銀行がローンを発行するとき、それは既存の預金を貸し出しているのではない。それはローンを作成することによってマネーを新たに創造する — ローンが作成される前に存在しなかったマネー。これが準備預金制度である：銀行はその預金の一部を準備として保持し、その準備の倍数を存在に貸す。イングランド銀行自体が2014年四半期報告書でこれを確認した：「銀行がローンを作成するたびに、それは同時に借り手の銀行口座に対応する預金を作成することにより、新しいマネーを作成する。」

Central bank — 米国のFederal Reserve、ヨーロッパのEuropean Central Bank、英国のイングランド銀行 — はこの創造が生じる条件を設定する：金利、準備金要件、規制枠組み。それはまた、open market operationsを通じて直接マネーを作成し、2008年以来、quantitative easingを通じて — 政府債および他の金融資産の購入を新たに作成された中央銀行準備金で。マネー供給は、政府によって管理される固定量ではない。それは継続的に拡大する流れであり、民間銀行によって利益のために、中央銀行によって政策のために作成される — その創造に対する関心は借り手から銀行システムへと上向きに流れる。



構造的移転

構造的帰結は、生産経済から金融部門への継続的で数学的に不可避の富の移転である。存在するあらゆるドルは誰かの債務として流通に入った — そしてその債務は利息を伝える。しかし、利息の支払いをするマネーは決して作成されなかった。主体はローンを通じてシステムに入る。利息の支払いはシステムのどこか他の場所から来なければならない — これは新しいローンが継続的に発行されて既存の債務にサービスを提供するために必要なマネーを生成しなければならないことを意味する。システムは永遠の拡大を必要とする。それは均衡に到達するように設計されていない。それは成長するために設計される — そして、商品とサービスを生産する者から商品とサービスが交換される媒体を作成する者に富を移転する。

これはシステムの欠陥ではない。それはシステムである。Goodsonの歴史的調査は何世紀にもわたってパターンを文書化する：債務ベースのマネー創造が支配的な金銭建築である場所ならどこでも、富は金銭創造者の手に集中してきた — 彼らはロンドンのgoldsmiths of London、イングランド銀行の創設者(1694)、または連邦準備制度の背後の民間銀行利益(1913)であるかどうか。そして、州が彼ら自身のマネーを無債務で発行した、または中央銀行建築の外で動作した場所ならどこでも — Roman Republicの初期金銭システム、American colonial scrip、Lincolnのgreenbacks、またはGaddafiのリビア国家銀行 — それらの社会は顕著な繁栄、低い不平等、経済的独立の期間を経験した。そして、ほとんどの場合、それらの実験は破壊された — しばしば暴力的に — 彼らの支配外にあるマネーの存在によって脅かされた利益によって。






歴史


イングランド銀行と現代システムの誕生

現代金融建築は1694年のイングランド銀行の設立で始まる。配置はその構造的な単純さにおいて優雅だった：民間銀行家のコンソーシアムはマネーを英国王冠に利息で貸し出し、見返りに銀行券を発行する独占的な権利を受け取った。王冠はその戦争資金を得た。銀行家は国家債務に対する関心から永続的な収入流を得た — プラス、国家のマネーを作成する権力。人口は流通中のあらゆるポンドが民間利益に債務を表する金銭システムを得た。

モデルはヨーロッパ中に複製され、最終的に世界中に複製された。各場合に、パターンは同じだった：主権政府がそれ自身の通貨を発行する権力は、マネーを利息を伴う債務として作成する民間または半民間機関に移された。その後、政府はそれが強化した機関から借り入れた — 政府自体によって無利子で発行された可能性があるマネーに対する利息を民間利益に払う。



ナポレオンとフランス国家銀行

Napoleon Bonaparteはマネーを理解していた。Bourbon君主制の下で、フランスはイングランド銀行を特徴付けた民間銀行支配と同じパターンに従わされていた — 民間金融者が金銭供給を支配し、州から関心を抽出する。ナポレオンの金銭改革はこの配置を逆転させた。彼は1800年にBanque de Franceを設立したが — 重要に — それを英語モデルに関する民間銀行独占ではなく、州指向の機関として構成した。州は金銭政策に対する主権当局を保持し、銀行の機能は民間株主のための返品を生成するのではなく、生産経済に奉仕することであった。

結果は異常だった。ナポレオンの州銀行制度の下で、フランスは帝国全体に沿って道路、運河、港、公開建物を建設した。税制は改革され、合理化された。公開教育が確立された。Napoleonic Code — ヨーロッパ中の民法を標準化した — が開発および実装された。フランスはわずか1十年で破産した革命後の州から支配的な大陸の力に変わった。民間銀行から利息で借り入れることによってではなく、国家の生産能力と一致した州金銭システムによって資金提供された。

ナポレオン自身は賭け金について明確だった。彼はマネーを作成および配分する力が政治主権の基盤であることを認識した — 民間利益から自身のマネーを借りる政府は意味のある意味で主権ではない。彼の最終的な敗北はWaterloo(1815) — Rothschild資本によって反対側で資金提供された — ヨーロッパ中で民間銀行モデルを回復した。ブルボン復位はナポレオンが変位させた金融建築の下でフランスを戻した。金融力が引き出した教訓は明確だった：州銀行が機能する、これが正確にそれが防止されなければならない理由である。



ロスチャイルド優位

Rothschild銀行王朝は、18世紀後半にフランクフルトでMayer Amschel Rothschildによって設立され、最初の完全にトランスナショナルな金融力を表した。ロンドン、パリ、ウィーン、ナポリ、フランクフルトに息子を配置することで、家族は国境を越えて動作するネットワークを構築した — Napoleonic Warsの両側に資金を提供し、Waterlooの結果の事前インテリジェンスから利益を得ており、イングランド銀行との構造的関係を確立し、ロスチャイルド資本をイギリス帝国金融と分離不可能にした。帰属される引用 — 「国家のマネーの支配を与え、誰がその法律を作るかは気にしない」 — Mayer Amschelが実際にそれを話したかどうかにかかわらず、構造的論理を正確に記述する：マネーを作成および配分する力は立法権より根本的である、なぜなら立法権は金銭力が定義する経済環境内で動作するからである。



連邦準備制度

Federal Reserve Act of 1913は米国の中央銀行を確立した — 政府機関ではなく、12の地域連邦準備銀行からなるハイブリッドシステムとして、それぞれが地区内の民間商業銀行によって所有されている。統治構造 — 大統領によって任命された理事会、民間銀行取締役によって選択された地域銀行副会長 — 公開アカウンタビリティの外観を作成しながら国家のマネー供給に対する民間構造的影響を保持する。Federal Reserve、Treasury Department、Goldman Sachs、および他の主要金融機関との間の回転ドアは、従来の意味での腐敗ではない。それは設計されているように動作している建築である：国家のマネーを管理する人々とその管理から利益を得る人々は、構造的に、同じ人々である。

連邦準備制度の創造は、一連の金融パニックが先行した — 最も注目すべきはPanic of 1907、J.P. Morganによって調整または悪用された — そのうちは「解決策」の政治的状態を作成したが、その便利に金銭支配を問題を作成した利益の手に集中させた。Goodsonは、パターンを文書化する：不安定性を作成し、集中化を解決策として提供し、集中化された機関をキャプチャする。パターンはあらゆるスケールで各国中央銀行からBank for International Settlements(BIS、1930)で繰り返された — 「中央銀行の中央銀行」 — その統治構造は、さらに不透明であり、民主プロセスに対してさらに説明責任がない。



代替手段の破壊

歴史的記録は一貫したパターンを示す：無債務マネーを発行した、または中央銀行建築の外で動作した州は、経済戦争、体制変化、または軍事介入に従うことを受けた。

American coloniesは最初のアメリカの例を提供する。Colonial scrip — 植民地政府によって発行された紙のマネー、無利子、貿易のニーズに比例して — Benjamin Franklinが金銭システムに直接帰属する繁栄の期間を生成した。フランクリンがロンドンへの訪問中にイングランド銀行にこれを説明したとき、議会はCurrency Act of 1764を可決し、植民地が自身のマネーを発行することを禁止し、関心で借りたイングランド銀行ノートを使用することを要求した。結果は直接の不況だった。フランクリンは後に通貨法が「革命の本当の理由」だったと書いた — 紅茶の税金ではなく、金銭主権の破壊。植民地は彼ら自身のマネーを発行する力を回復するための戦争と戦った。

Abraham Lincolnのグリーンバック — 市民戦争を資金提供するための政府発行、無債務通貨 — 民間銀行システムのマネー作成独占に対する直接的な脅威を表した。リンカーンは1865年に暗殺された。グリーンバックは段階的に流通から撤回された。John F. KennedyのExecutive Order 11110(1963)は、財務がシルバー証明書を発行することを認可 — 連邦準備制度のノートではなく債務によってサポートされた米国のノート、シルバーでサポートされた — 彼の暗殺後に実質的に逆転された。Muammar Gaddafiのリビアは無債務マネーを発行した州所有の中央銀行、アフリカの唯一の独立した通信衛星に資金を供給し、ドルの依存性から大陸を解放した金銀で支援されたパン・アフリカ通貨(ゴールドディナール)を提案した。リビアは2011年に破壊された。Saddam Husseinのイラクは2000年にドルではなくユーロで石油を販売し始めた。イラクは2003年に侵略された。

Harmonismは、金銭政策が各イベントの唯一の原因であると主張しない — 歴史は常に多次元的である。しかし、それは一貫したパターンを保持する — 金銭独占を脅かす州は破壊に直面する — 建築の自己保護論理の証拠である。システムは単に抽出しない。それは抽出する容量を防御する。






現代建築：誰が何でも所有するか

ドキュメンタリー「独占：世界を所有する者は誰か？」は、インデックスファンドおよび受動的投資車両を通じた企業所有権の集中というメカニズムを通じて金融建築の現代的表現をマップする、Goodsonの歴史的分析がカバーしない。


ビッグスリー

3つの資産運用会社 — BlackRock、Vanguard、およびState Street — は約320兆ドルの資産を管理する(2025年現在)。彼らはあらゆる業界のほぼすべての主要企業の最大の株主である：テクノロジー(Apple、Microsoft、Alphabet Inc.)、医薬品(Pfizer、Johnson & Johnson)、メディア(Comcast、Disney、News Corp)、食品(PepsiCo、The Coca-Cola Company)、エネルギー、防衛、農業、小売。「競合」するブランドは消費者の選択肢を提供するように見えることは — コーラとペプシ、フォックスニュースとCNN、ファイザーとモデルナ — 同じ機関の所有者を共有する。競争は化粧品だ。所有権は集中している。

メカニズムはindex fund投資である。数兆ドルが受動的なインデックスファンドに流れるにつれて — それは自動的に与えられたインデックスのあらゆる企業の株を購入する — それらのファンドを運営する資産管理者は、ますます大きな企業世界の株式に対する投票権を蓄積する。ビッグスリーは合わせて米国Exchange-traded fund資産の約78%を支配する。彼らの結合保有は通常、すべてのS&P 500企業の15-20%を表す — 地球上のほぼすべての主要企業で彼らを集合的に最大の投票ブロックにする。



循環構造

所有権の構造は循環的である。BlackRockは上場企業である。その最大の機関投資家はVanguardである。Vanguardは相互会社である — 技術的には基金投資家によって所有される — しかし、その統治構造は不透明である。企業を所有する同じ機関も相互に所有する。結果は相互に織り交ぜられた所有権のウェブで、中世のギルドシステムを透明に見える — そしてそれは、かなり小さな数の企業室での意思決定権を集中させる。

BloombergはBlackRockを「政府の第四の枝」と呼んでいる — BlackRockは数兆の民間資産を管理するだけでなく、中央銀行のアドバイザーとして直接動作し、中央銀行が使用するリスク管理ソフトウェア(Aladdin)を開発し、2008年金融危機と2020年パンデミック対応の両方の間に連邦準備制度の緊急資産購入を管理するために契約された。公開金銭当局と民間金融力の間の境界は単に曖昧になっていない。それは解散した。



管理された認識としてのメディア

国際メディアの90%は9つの集団によって所有されている — そしてそれらの集団は同じ機関投資家を共有する。帰結：企業所有権を支配する実体はまた、企業所有権が議論されている情報環境も支配する。これは粗い意味での検閲ではない。それは構造的である：許可可能な議論の範囲は、議論が生じるプラットフォームの所有構造によって形成される。金融建築の合法性に疑問を呈する経済分析は抑圧されない。それはメディア組織によって委託、発行、または増幅されることはない、その最大の株主は建築から利益を得る。






高利貸しの問題

あらゆる伝統的な文明 — 例外なく — は高利貸しを禁止または厳しく制限した：ローンに対する利息の請求。最も古い大規模なデモンストレーションは、ローマ自体である。


高利貸しがローマ共和国を破壊した方法

Roman Republicの初期金銭システムは州発行の青銅および銅の造幣 — 利息なし、公開の利益のために州によって作成されたマネー。共和国の並外れた拡大、その基盤構造、その市民機関、その農業の繁栄はこの基盤に基づいていた：交換の媒体が抽出するのではなく生産経済に奉仕する金銭システム。初期の共和国は州がそれ自身のマネーを存在に借りなかったので国家債務を持たなかった。

遷移は、ローマの征服が、より「洗練された」金融慣行との接触をもたらしたとき、特に東部地中海の貸出家からの接触をもたらしたときに始まった。利息での民間マネー貸与(foenus)は増殖し、帰結は、その後のあらゆる文明を繰り返すパターンに従った：小規模な農民は将来の収穫に対して借りた、複合関心は一時的な困難を永続的な債務に変えた、差し押さえは債権者の手に土地を集中させた、共和国を建設した自由な農業階級は段階的に略奪された。Gracchi兄弟の土地改革(133-121 BC)は集中を逆転させる試みだった。両者とも殺された。Julius Caesarの債務救済法および金銭改革 — 州発行の造幣および利息率のキャップを含む — 一時的な繁栄を回復した。シーザーは暗殺された。パターンはすでに連邦準備制度の2千年前に完全に見えている：金銭主権が繁栄を生む。高利貸しが富を集中させる。建築の挑戦の改革者は破壊される。そしてサイクルは、支払不可能な債務とそれが生じる社会的断片化の重さの下で文明自体が崩壊するまで継続される。

帝国の終わり頃までに、ローマ金銭システムは民間利益によって完全にキャプチャされていた。帰結 — ハイパーインフレ、通貨の減価、農業の中流階級の崩壊、奴隷労働への依存、州が独自の防衛に資金を提供する段階的な無能力 — は野蛮人の侵略によって引き起こされなかった。それは、何世紀にもわたってチェックされていない高利貸しが生じる内部の腐敗によって引き起こされた。野蛮人は、高利貸しがすでに中空にしたものを単に継承した。



普遍的な禁止

Torahはコミュニティのメンバー間の関心を禁止した(申命記23:19-20)。Islamic伝統はribā(利息/高利貸し)をカテゴリー的に禁止する — イスラム法の最も重大な禁止の1つであり、盗難および詐欺と並んで配置される。Christian伝統は中世全体で高利貸しを禁止した — Council of Nicaea(325)、Lateran III(1179)、およびAquinasはすべてそれを非難した。Aristotleはマネーが不毛であると主張した — それはマネーを生む可能性がない — そしてそれはしたがって性質に反していると関心を伝える。BuddhistおよびHindu伝統の両方とも、彼らの倫理的枠組み内でのローンでの貸与を制限した。

収束は構造的である：文明がマネーについて注意深く考えた場所ならどこでも、彼らはマネー貸与での関心が寄生的であると結論付けた — それは生産に貢献することなく生産的活動から富を抽出する。これは道徳的偏見ではない。それは構造的観測である：関心は商品とサービスを作成する者から交換の媒体を作成する者に富を移転する。複合関心は移転を指数関数的に加速させる。そしてすべてのマネーが利息を伴う債務として流通に入る金銭システム — 現代システムである — は、永遠に上向きに富を移転するために構造的に設計されたシステムである。

高利貸しの禁止の段階的な分解 — Reformation(カルヴァンの関心のような質問された許可)で始まり、Age of Enlightenmentを通じて加速 — は迷信からの解放ではなかった。それはあらゆる前の文明が搾取的として認識していたシステムに最後の倫理的制約を除去することだった。唯名論の普遍線の溶解(see The Foundations)は禁止の哲学的基盤を除去した — 「正義」が実際の普遍でない場合、高利貸しは客観的に不公正である可能性がない — そして、資本主義の革命は制限されていない関心が文明スケールで動作することができるという機関の枠組みを提供した。






調和の診断

Harmonismは、金融建築を、より広いシリーズで追跡された認識論的、道徳的、および人類学的危機を生じさせた同じ文明的断裂の経済的表現として読む(see The Western Fracture)。具体的な病理には3つの次元がある。

まず、値の削減：金融建築は、すべての値が単一の定量的メトリック — マネー — に削減可能であるという前提で動作し、その機能は交換を促進することではなく、リターンを生成することである。これはnominalismの経済的表現である：「正義」や「美しさ」などの普遍が実際のものではない場合、経済活動の多次元値(その健康、コミュニティ、生態学、文化への貢献)は存在論的立場を持たず、残る唯一の尺度は抽象的で定量可能なものである。

2番目、コモンズのキャプチャー：マネーは最も基本的なコモンズ — コミュニティがその生産的生命を整理する共有媒体。マネー創造の民営化 — この力を主権コミュニティから民間銀行利益への移転 — 歴史における最も重大な囲いである、より基本的に土地の囲いより、それはすべての他の経済活動が発生する条件を決定するので。

3番目、Ayniの違反：Ayni — 神聖な相互性 — 交換が相互であり、与えられたもので受け取られたものが残高に保持されることを必要とする。マネーが無から作成されるシステム、利息で貸し出される、そして、その利息がその後、さらに関心で永遠に再貸しされるシステムは、その基盤で相互性を違反するシステムである。マネー創造者は何も与えない — 彼らは台帳のエントリを作成する — そして実際の富(労働、商品、財産、主権)と引き換えに。これは交換ではない。それは交換の言語で衣装を着た抽出である。そしてあらゆる伝統的な文明が高利貸しを禁止することは、それを認識したものと認識した。





救済

調和の応答は、マネーや市場を廃止することではなく、コモンズを回復し、金銭建築をDharmaと整列させることである。

主権マネー作成。 マネーを作成する力は、主権コミュニティに返されなければならない — 本物の公開中央銀行、ローカルおよびコミュニティ通貨、またはBitcoinのような中央銀行建築の外で動作する分散化金銭システムを通じて表現されるかどうか。原則：マネーを使用すべきであり、マネー作成を制御し、マネー作成の利益(シニョリッジ)はコミュニティに民間利益にではなく流れるべきである。これはユートピア的な推測ではない。機能する例が存在する。Bank of North Dakota(BND)、1919年に設立され、米国の唯一の州所有の銀行で、公開機関として機能する民間銀行と競合するのではなく提携し、利益を州財務に返し、2008年を含むその設立以来のあらゆる金融危機を通じて、最も低いデフォルト率と最も安定した銀行環境を北ダコタに維持するのを支援した。States of Guernseyは1816年から始まる無利子の州のノートを発行し、公開基盤構造 — 道路、市場ホール、教会 — に資金を供給した — 債務または直面することなく。ガーンジー実験は1世紀以上成功して走った。これらは根本的な代替手段ではない。彼らは金融建築が未知のままであることを確保したことが証明されたモデルである。

本質的な需要に対する複合関心の禁止。 ホーム、教育、ヘルスケア、食べ物 — 生命の必要品は金融化されるべきではない。ダルマと整列した文明は、生存の手段に対する関心を請求しない。イスラム経済的伝統のribāの禁止は、中世の遺物ではない — それは、生命の必要品が債務成長の命令によってキャプチャされるのを防ぐ構造的保障である。

根本的な透明性。 現在の金融建築の不透明さ — 中央銀行統治の層状構造、ビッグスリーの循環所有ウェブ、金銭を責任から保護するオフショアネットワーク — は事故ではない。それは設計機能である。透明性は構造的解毒剤である：所有構造、マネー作成プロセス、および金融機関と政府間の資金流の完全な公開開示。

分散化および補完性。 最もローカルなスケール可能な経済的主権 — 独自の食べ物を生産し、独自のエネルギーを生成し、独自の資金を管理するコミュニティ(see The New Acre)。金融建築は依存性から力を得ている：あらゆる個人、企業、および政府は債務ベースのシステム内で動作しなければならず、システムは論戦不可能である。コミュニティが外でそれを動作できるとき — ローカル通貨、協調銀行、生産的な自給を通じて — 建築はそのサブストレートを失う。

金融建築は必然的ではない。それは設計である — 特定の利益によって特定の瞬間に特定された配置を作成した。設計されたものは再設計することができる。しかし、再設計には、主流経済学もHarmonism批評も提供できないものが必要である：配置を、現実そのものが要求する秩序の違反として認識することができる存在論的基盤 — LogosがAyni(神聖な相互性)として表現され、すべて実が独立して認識してきた公正交換の基盤。
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